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生活革命の世紀　自然と遊ぶ 

国際田園研究所所長　峯浦　耘蔵さん　(C)2001 
「ＩＰＧＡ　ＮＥＷＳ」No.31（2001.2 (NPO)国際パークゴルフ協会発行）に掲載

　

仙人道場 
加護坊山パークゴルフ

　20世紀の変化は余りにも大き過ぎた。戦争が繰り返さ
れ、貧困に耐えながら、生きつづけた人類の 歴史でもあ
る。敗戦は日本をおおきく変え、人の心も変えた今、自然
公園で親しんでいる東北の聖地、 加護坊山も、戦後、ゴミ
の山に変わりつつあった。モトクロスでオートバイが駆け
巡り、三千頭の養 豚場で糞尿が臭い、隣接町村のゴミ処理
場まで建設された。 

　自然公園として復活を願う運動は年々広がり、隣接町村
の境を越えて公園を計画、滞在型の施設を 選択していた。
それは世代を超えて親しめ、継続できる魅力、健康が自然
と作られる成果を期待して いた。その時、幕別のパークゴ
ルフに出会ったのである。自然をそのままに活用でき、ゴ
ルフが牧夫 の玉遊びから生まれたロマンに結びついた。

　



パークゴルフは生活革命 

　　 

なだらかな傾斜に桜が満開となる
加護坊山（さくらカップの大会風
景）

　古川からおいでの奥さんから「主人は眼科、自分は膝で
整形外科へ医者通いをしていた。加護坊山 に来て見て気持
ちがいいので回を重ねているうちに、身体の調子が良くな
り、いま二人で山に来るこ とが楽しくなりました」と、医
者には行かないで暮らしていた。身体は適度に動かすこと
で知らずに 健康づくりにつながるものなのです。 

　貯金を頼りにした、20世紀の老後の支えは不安でいる
が、パークゴルフで作る筋力の「貯筋」は、 不安なく貯ま
り、健康な生活に誘導される。6年前、成人病から、生活習
慣病に変わり、健康な生き 方の生活が始まる。

「貯金」から、活動できる「貯筋」へと、「転ばぬ先の
杖」に変える時代を迎え た。

　

生き方を変えた20世紀 　学んだことのたった一つの証は、「変化」である。 

　20世紀の変化は世界的大変化で、根本から変わった。日
本は、国民の50パーセントが高脂血症（肥満 など30％）
糖尿病慢性疾患（20％）など、国民に広く慢性疾病が広
がっていて、21世紀はさらに少子 高齢化を迎え、その生き
方を学ぶことになる。

　

再考！ 
誰でもできるパークゴルフ

　加護坊山にパークゴルフが無かったら、こんなに自然に
親しめなかっただろう。パークゴルフは「美 感遊創」のく
らしを教えてくれた。一日三百円で遊べるし、友達はでき
る、また行きたい気分が癒し の応えられない体験である。 

　介護保険の不安の中で、喜ばれる年の取り方ができる。
連れ合いの無い夫婦が、意気投合して継続 できるのも自然
の懐の大きさである。「保険」に頼るより「保健」で歓ぶ
生活を求めだした。

　



血液のさらさらを続ける 　生きることは「書くことと、あるくこと」といわれ出し
た。身近な生き方に「あるく　あおもの　 あんみん」の生
活がある。 

　それを支える心臓は一日10万回、血液は一分間に５リッ
トル心臓からでて ゆき、かえってくる。血液をさらさらに
することは、食べ物　気分　運動　環境にも左右される。
足 は第二の心臓と言われる足腰は脳の働きにも影響がある
とも言われ出した。この足腰を一番使う運動 は、ゴルフで
ある、ゴルフもパークゴルフも、プレーの時間は、楽しく
続けられ、足腰をねじる運動 として共通する点が多い。 

　欲を言えば、生理習慣「はく　出す　捨てる」の三つが
欲しい。はくは呼吸の呼であって深呼吸、 出すことは、
糞、尿、汗など出るように動く、捨てることは、身体の為
に不必要な物は全て捨てるこ とである。血液のさらさらを
続ける生理習慣、パークゴルフの生活習慣は、宇宙規模で
呼びかけ、パ ークゴルフ人類で21世紀の平和を築く夢を共
有して見たい。

　

　

＜プロフィール＞大正12年宮城県田尻町生ま
れ。15年間の教員生活を経て、昭和35年より
農業に従事。50年には田尻 町長に就任し、ユ
ニークな施策を実行。平成３年には加護坊山に
パークゴルフ場をオープンする。平 成７年町
長を勇退後、国際田園研究所を開設した。９年
ＩＰＧＡ設立10周年記念式典で講演も。
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